
平成26年3月 （第 30 号）国診協　に い が た（1）

発　行　所
新潟市中央区新光町７番地１
新潟県国民健康保険団体連合会

電話 ０２５―２８５―３０３０
発行代表者
新潟県国保診療施設協議会
会長　尾 﨑　 進

平
成
２５
年
度

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会

�
第
２
回
運
営
委
員
会

　
平
成
26
年
3
月
14
日
（
金
）、
新
潟
県
自
治
会
館
別
館
4
階
「
第
一
会
議
室
」
に
て
、
新
潟

県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会
第
2
回
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
会
則
の
一
部
改
正
（
案
）
及
び
平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

協
議
事
項

⑴�

　
新
潟
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議

会
会
則
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

　
全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
は
、
国
保
診

療
施
設
を
継
承
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
も

国
保
助
成
金
対
象
と
な
っ
た
関
係
で
、
そ
の

法
人
に
つ
い
て
も
会
員
の
対
象
と
す
る
旨
、

定
款
の
一
部
を
変
更
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
で
も
同
様
の

改
正
を
し
、
会
員
資
格
の
範
囲
を
拡
大
し
た

も
の
で
あ
る
。

⑵�

　
平
成
26
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協

議
会
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
関
係
で
は
、

7
月
に
総
会
、
全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会

関
係
で
は
、
5
月
16
日
（
金
）、
17
日
（
土
）

に
第
28
回
地
域
医
療
現
地
研
究
会
が
鹿
児
島

県
奄
美
市
で
、10
月
10
日
（
金
）、11
日
（
土
）

に
第
54
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
が
岐
阜

県
岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
る
。

　
そ
の
他
行
事
予
定
に
つ
い
て
は
左
記
の
と

お
り
。

⑶�

　
平
成
26
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協

議
会
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
　
事
務
局
よ
り
説
明
後
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

⑷�

　
平
成
26
年
度
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設

協
議
会
連
絡
会
議
に
つ
い
て

　
26
年
度
は
、
東
北
地
方
国
保
協
議
会
の
会

長
県
が
秋
田
県
の
た
め
、
平
成
26
年
9
月
19

日
（
金
）
に
秋
田
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
秋
田
」
に
て
開
催
さ
れ
特
別
講
演
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

平成26年度
新潟県国保診療施設協議会行事予定

平成26年
5 月16日（金）17（土）
・第28回地域医療現地研究会� 鹿児島県・奄美市
6 月20日（金）
・全国国保診療施設協議会社員総会� 東京都
7 月下旬
・新潟県国保診療施設協議会監事会・
　第 1回運営委員会・総会� 新潟市・自治会館
9 月19日（金）
・東北地方国保診療施設協議会連絡会議
� 秋田県・秋田市「ホテルメトロポリタン秋田」
10月10日（金）11日（土）
・第54回全国国保地域医療学会� 岐阜県・岐阜市
平成27年
1 月23日（金）24日（土）（予定）
・地域包括医療・ケア研修会� 東京都
2 月下旬
・�都道府県協議会会長・協議会設置都道府県国保連合会
事務局長合同会議� 東京都
3 月上旬
・新潟県国保診療施設協議会第 2回運営委員会　
� 新潟市・自治会館
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平
成
25
年
9
月
20
日
（
金
）、
山
形
県
山

形
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
」
に

て
平
成
25
年
度
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協

議
会
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
前
段
に
、
各
県
会
長
が
集
ま
っ
て
「
平
成

25
年
度
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協
議
会
各

県
会
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
国
保
診

療
施
設
協
議
会
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
理
事

の
内
定
、
及
び
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
理
事
の

決
定
方
法
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
本
連
絡
会
議
に
入
り
冒
頭
、
主

催
者
と
し
て
阿
部
吉
弘
東
北
地
方
国
保
診
療

施
設
協
議
会
会
長
が
「
国
保
直
診
施
設
の
取

り
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

る
。
そ
の
中
で
、予
防
を
中
心
と
す
る
保
健
、

医
療
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
看
取
り
を
含
め
た
福
祉
と
連
携
し

た
活
動
な
ど
、
以
前
よ
り
主
張
し
て
き
た
地

域
包
括
ケ
ア
だ
け
で
な
く
、
行
政
と
の
連
携

を
ふ
ま
え
地
域
そ
の
も
の
を
作
り
出
し
て
い

く
大
き
な
パ
ワ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
我
々
は
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
形
で
、
よ
り
住
み
や
す
い
社
会
環
境
を

構
築
す
る
使
命
を
帯
び
て
い
る
。」
と
述
べ
、

そ
の
後
、
東
北
地
方
国
保
協
議
会
よ
り
遠
藤

直
幸
・
山
形
県
国
保
連
合
会
理
事
長
が
挨
拶

し
た
。
来
賓
と
し
て
、
青
沼
孝
徳
・
全
国
国

保
診
療
施
設
協
議
会
会
長
が
「
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
の
報
告
書
に
は
『
国
民
健

康
保
険
の
保
険
者
の
都
道
府
県
へ
の
移
行
』

『
総
合
診
療
専
門
医
制
度
』
等
、
国
保
直
診

に
係
わ
り
の
深
い
事
項
が
多
く
含
ま
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
国
診
協
が
長
年
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
関
し
て
、
我
々
の
主
張
の
一
端

が
国
の
政
策
と
し
て
よ
う
や
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
改
め
て
、
超
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の

充
実
強
化
に
努
め
た
い
」と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　
挨
拶
の
後
、
会
則
に
よ
り
阿
部
吉
弘
会
長

が
座
長
と
し
て
選
出
さ
れ
協
議
に
入
っ
た
。

　
は
じ
め
に
平
成
26
年
度
の
役
員
選
出（
案
）

に
つ
い
て
事
務
局
の
説
明
後
、
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

　
主
な
協
議
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
。

　

協
議
事
項

○
平
成
26
年
度
の
役
員
選
出
（
案
）
に
つ
い

て・�

会
長
は
秋
田
県
か
ら
1
名
、
副
会
長
は
青

森
県
と
山
形
県
か
ら
各
1
名
、
任
期
は
平

成
26
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31

日
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

○
各
県
提
出
議
題
及
び
要
望
事
項
に
つ
い
て

・
特
に
な
し
。

○
そ
の
他

・
各
県
会
長
会
議
の
報
告
を
行
っ
た
。

　�

全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
推
薦
理
事
に
つ
い
て

　
青
沼
　
孝
徳
氏
（
宮
城
県
）

　
小
野
　
　
剛
氏
（
秋
田
県
）

　
阿
部
　
吉
弘
氏
（
山
形
県
）

　
堀
川
　
哲
男
氏
（
福
島
県
）

　
の
4
名
を
推
薦
す
る
こ
と
に
し
た
。

　�
ま
た
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
理
事
の
決
定

方
法
に
つ
い
て
次
年
度
の
連
絡
会
議
ま
で

検
討
を
行
い
、
ル
ー
ル
作
り
を
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

　
協
議
の
後
、「
フ
ラ
ン
ス
の
医
療
事
情
と

日
本
に
お
け
る
総
合
診
療
医
の
必
要
性
に
つ

い
て
」
と
題
し
全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会

の
冨
永
芳
德
・
常
任
顧
問
よ
り
特
別
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
「
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
現
状

と
将
来
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
阿
部
吉
弘
会

長
が
司
会
を
務
め
、
各
県
の
代
表
7
名
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

　
本
県
か
ら
は
新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
の
戸
枝
芳
朗
・
事
業
課
課
長
補
佐
が

「
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
の
現
状
と

魚
沼
圏
域
の
報
告
（
事
務
局
か
ら
の
報
告
）」

と
題
し
て
、
新
潟
県
の
現
状
、
特
に
医
師
不

足
が
顕
著
な
魚
沼
圏
域
を
中
心
と
し
た
現
状

及
び
病
院
を
紹
介
し
た
。（
詳
細
は
新
潟
県

発
表
要
旨
を
参
照
の
こ
と
）

本県を代表して発表した戸枝芳朗課長補佐

平
成
25
年
度
　
東
北
地
方
国
保

�
診
療
施
設
協
議
会
連
絡
会
議
開
催



平成26年3月 （第 30 号）国診協　に い が た（3）

　
発
表
の
後
、
若
手
・
中
堅
医
師
が
嫌
が
ら

ず
、
楽
し
く
従
事
し
て
も
ら
う
方
策
を
中
心

に
全
体
討
議
が
行
わ
れ
、
青
沼
孝
徳
・
全
国

国
保
診
療
施
設
協
議
会
会
長
が
講
評
し
て
閉

会
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
東
北
地
方
国
診
協
連
絡
会

議
は
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
。

新

潟

県

発

表

要

旨

　
新
潟
県
で
は
、
昭
和
62
年
に
13
圏
域
に
設

定
し
た
二
次
医
療
圏
を
平
成
18
年
度
、
第
4

次
新
潟
県
地
域
保
健
医
療
計
画
の
策
定
時
に

7
つ
の
圏
域
化
に
し
た
上
で
、
医
療
提
供
体

制
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
整
備
し
、
二

次
医
療
圏
で
担
う
べ
き
機
能
が
果
た
せ
る
よ

う
、
政
策
医
療
の
充
実
と
医
療
機
関
の
役
割

分
担
と
連
携
の
促
進
に
よ
り
、
地
域
完
結
型

の
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

　
二
次
医
療
圏
の
中
で
も
魚
沼
地
域
は
、
日

本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
住
民
の
生
活

に
様
々
な
障
害
が
発
生
し
や
す
く
、
医
療
提

供
に
も
影
響
の
生
じ
や
す
い
地
域
で
特
に
救

命
救
急
・
高
度
医
療
を
担
う
病
院
が
不
足
し
、

他
医
療
圏
の
病
院
に
依
存
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。医
療
課
題
の
中
で
も
医
師
不
足
・

医
師
偏
在
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
新
潟
県

は
、
人
口
10
万
人
当
た
り
医
師
数
が

1
9
1
・
2
名
で
全
国
42
番
目
の
低
位
に
あ

り
、
そ
の
中
で
も
魚
沼
圏
域
は
最
も
顕
著
と

な
っ
て
お
り
診
療
機
能
は
、
質
・
量
と
も
に

十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
新
潟
県
は
魚
沼
圏
域
に
高

度
救
急
医
療
等
の
機
能
を
持
つ
「
魚
沼
基
幹

病
院
」
を
設
置
し
、
周
辺
病
院
の
機
能
を
基

幹
病
院
へ
統
合
し
、
地
域
に
必
要
な
外
来
診

療
や
一
次
医
療
に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治
体

で
主
体
的
な
検
討
を
お
願
い
す
る
と
い
う
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
魚
沼
市
で
は
、「
市
職
員

に
よ
る
地
域
医
療
再
編
検
討
委
員
会
」「
魚

沼
市
の
地
域
医
療
を
考
え
る
市
民
会
議
」
等

を
立
ち
上
げ
、
医
師
不
足
・
医
師
偏
在
に
よ

る
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
来
た
る
べ

き
医
療
再
編
の
と
き
に
、魚
沼
市
で
の
安
心
・

安
全
な
医
療
を
未
来
に
向
け
て
持
続
可
能
な

形
で
存
在
し
て
い
く
た
め
に
は
、市
民
が
今
、

何
を
す
べ
き
か
議
論
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。

　
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
も
、
魚
沼

基
幹
病
院
設
置
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
。
正

会
員
数
は
、
平
成
16
年
度
は
、
29
施
設
、
医

師
数
は
42
名
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
25
年
度

で
は
24
施
設
、
医
師
数
は
29
名
と
な
っ
て
お

り
活
動
も
滞
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
基
幹
病

院
へ
医
師
等
を
集
約
す
る
方
向
に
進
む
と
周

辺
の
病
院
で
の
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
が

予
想
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
魚
沼
圏
域
に
あ

る
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。

　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
は
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
一
体
化
を
図
る
た
め
、
病
院
・
健
診

セ
ン
タ
ー
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設

が
整
備
さ
れ
た
南
魚
沼
市
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
中
核
と
し
て
機
能
す
る
施
設
。
病
床

数
は
1
9
9
床
と
少
な
い
が
、
約
3
0
0
人

の
患
者
に
対
し
て
在
宅
医
療
を
行
っ
て
お

り
、
約
5
0
0
床
規
模
の
病
院
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
行
政
・
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
と
連
携
し

「
地
域
医
療
連
携
室
」
を
設
け
て
お
り
、
県

の
地
域
振
興
局
、
保
健
所
、
市
町
の
保
健
課
、

福
祉
課
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し

て
、
必
要
に
応
じ
て
個
々
の
ケ
ー
ス
に
関
す

る
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
健
診
後
の
診

察
・
報
告
を
行
い
、
医
療
照
会
を
受
け
る
場

合
も
あ
る
。
ま
た
、
紹
介
状
を
介
し
た
「
紹

介
」
受
診
と
他
医
療
機
関
へ
紹
介
す
る
「
逆

紹
介
」
の
窓
口
と
な
っ
て
お
り
相
談
等
の
対

応
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
病
院
で
は
、
認
知
症
患
者
の
治

療
及
び
支
援
に
も
力
を
い
れ
て
お
り
、
物
忘

れ
や
置
き
忘
れ
が
気
に
な
る
方
に
メ
モ
リ
ー

ド
ッ
ク
を
推
奨
し
て
お
り
、
認
知
症
の
早
期

発
見
と
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
平
成
23
年
5
月
に
「
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
専
門
医
療
相
談
、
鑑
別
診

断
と
そ
れ
に
基
づ
く
初
期
対
応
、
合
併
症
・

周
辺
症
状
へ
の
急
性
期
対
応
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
関
係
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
機
関
な
ど

と
の
研
修
会
や
勉
強
会
の
実
施（
講
演
会「
認

知
症
地
域
連
携
の
た
め
に
」
等
）、
情
報
発

信
（「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」

発
刊
等
）
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
患
者
本
人
の
状
態
に
応

じ
た
適
切
な
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

流
れ
に
つ
い
て
、
初
期
か
ら
末
期
ま
で
の
全

経
過
を
時
系
列
の
縦
面
と
関
係
機
関
相
互
の

ル
ー
ル
を
作
り
協
働
し
て
い
く
と
い
う
横
面

が
わ
か
る
よ
う
に
可
視
化
し
た
パ
ス
ポ
ー

ト
、「
あ
ん
し
ん
手
帳
」
を
発
行
し
、
患
者

や
家
族
に
携
帯
し
て
も
ら
い
、
か
か
り
つ
け

医
や
専
門
医
療
機
関
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
機
関

等
の
利
用
時
に
提
示
す
る
こ
と
で
各
施
設
間

の
情
報
共
有
や
、
医
療
機
関
の
診
療
連
携
、

福
祉
と
医
療
の
連
携
に
役
立
て
て
い
る
。

　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
は
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
欠
か

せ
な
い
病
院
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

全　体　討　論
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平
成
25
年
7
月
5
日（
金
）、6
日（
土
）

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
北
海
道
鹿
追
町
、

同
本
別
町
に
お
い
て
、
第
27
回
地
域
医

療
現
地
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　「
北
の
大
地
に
お
け
る
地
域
包
括
医

療
・
ケ
ア
の
推
進
〜
国
保
診
療
施
設
の

役
割
を
考
え
る
〜
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
全
国
各
地
か
ら
約
２
３
０
名
の
国

保
診
療
施
設
関
係
者
が
参
加
し
、
第
1

日
目
は
施
設
視
察
研
修
、
第
2
日
目
は

全
体
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　
1
日
目
は
、
開
講
式
の
後
、
バ
ス
5

台
で
分
乗
し
て
施
設
見
学
が
行
わ
れ

た
。
鹿
追
町
で
は
、
鹿
追
町
国
保
病
院

を
視
察
し
、
隣
接
し
て
い
る
医
療
連
携

型
高
齢
者
専
用
住
宅
を
見
学
。
高
齢
者

が
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

に
参
加
者
は
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
続

い
て
、
鹿
追
町
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
を
視

察
し
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
室
や
ふ
れ
あ
い

調
理
室
な
ど
見
学
。
保
健
福
祉
・
健
康

増
進
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

　
本
別
町
で
は
、「
太
陽
の
丘
」
と
い

う
高
台
に
、
本
別
町
国
保
病
院
、
総
合

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
老
健
施
設
が
並
ん
で

立
て
て
あ
り
本
別
町
の
地
域
包
括
ケ
ア

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
本
別
町
国
保

病
院
で
は
、
透
析
室
、
検
査
室
な
ど
を

見
学
。
廊
下
で
つ
な
が
る
総
合
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
本
別
町
の
地
域
包
括
ケ

ア
の
概
要
説
明
を
受
け
た
。

　
2
日
目
は
、
本
研
究
会
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
そ
っ
て
全
体
討
論
が
行
わ
れ

た
。
北
海
道
国
保
診
療
施
設
連
絡
協
議

会
副
会
長
の
秀
毛
寛
己
氏
が
座
長
を
務

め
、
鹿
追
町
国
保
病
院
の
白
川
拓
院
長

は
、「
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が

地
域
社
会
の
活
性
化
に
繋
が
る
」
本
別

町
国
保
病
院
の
一
条
正
彦
院
長
は
、「
本

別
町
国
保
病
院
の
現
在
、
未
来
の
役
割

を
考
え
る
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表

が
あ
り
、
そ
の
後
、
前
日
の
視
察
を
踏

ま
え
て
、
会
場
参
加
者
か
ら
の
質
問
や

発
表
者
か
ら
の
追
加
発
言
が
あ
り
、
中

山
間
地
域
で
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

最
後
に
、
中
村
博
治
・
厚
生
労
働
省
保

険
局
国
民
健
康
保
険
課
長
と
赤
木
重

典
・
全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
副
会

長
か
ら
助
言
と
ま
と
め
が
あ
り
有
意
義

な
全
体
討
議
が
終
了
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
現
地
研
究
会
は
、
鹿

児
島
県
の
奄
美
大
島
で
開
催
さ
れ
る
。

　
平
成
25
年
10
月
4
日
（
金
）、
5
日

（
土
）島
根
県
松
江
市「
島
根
県
民
会
館
、

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に
て
、「
医

療
発
祥
の
地
か
ら
日
本
を
動
か
そ
う
〜

地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
を
全
国
の
都
市

へ
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
第
53
回
全

国
国
保
地
域
医
療
学
会
が
開
催
さ
れ
、

本
県
か
ら
は
4
名
が
参
加
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、高
見
徹
学
会
長
が「
都

市
部
で
も
少
子
高
齢
化
が
急
速
進
展
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
包
括

医
療
・
ケ
ア
の
推
進
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
今
学
会
で
は
メ
イ
ン

テ
ー
マ
の
と
お
り
、
高
齢
化
の
進
ん
だ

山
陰
地
方
か
ら
、
地
域
包
括
医
療
・
ケ

ア
を
全
国
へ
発
信
し
た
い
。」
と
開
会

の
挨
拶
。
主
催
者
と
し
て
青
沼
孝
徳
・

全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
会
長
、
柴

田
雅
人
・
国
民
健
康
保
険
中
央
会
理
事

長
、
田
中
増
次
・
島
根
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
し
、田
村
憲
久
・
厚
生
労
働
大
臣
（
木

倉
敬
之
・
厚
生
労
働
省
保
険
局
長
代
読
）

ら
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
平
成
25
年
度
全
国
国
保
診

療
施
設
協
議
会
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、

本
県
か
ら
は
上
原
重
親
・
十
日
町
市
国

保
中
里
歯
科
診
療
所
歯
科
医
師
、
津
野

吉
裕
・
水
原
郷
病
院
副
院
長
、
沼
岡
邦

子
・
柏
崎
市
国
保
野
田
診
療
所
主
任
看

護
師
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
藤
岡
大
拙
・
元
島
根
県
立

島
根
女
子
短
期
大
学
学
長
に
よ
る
「
癒

し
の
国
・
出
雲
」
と
題
し
た
特
別
講
演

が
行
わ
れ
、
国
保
直
診
開
設
者
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、「
日
本
の
未
来
を
見
つ
め
て

〜
国
保
直
診
が
都
市
へ
伝
え
る
も
の
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
国
保
直
診
の
果
た
す

役
割
や
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　
2
日
目
に
は
、「
地
域
包
括
医
療
・

ケ
ア
を
全
国
の
都
市
へ
〜
神
々
の
国
・

医
療
発
祥
の
地
か
ら
新
た
な
地
域
医
療

神
話
を
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
、
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
市

民
公
開
講
座
と
し
て
、「
地
域
で
命
を

支
え
る
〜
あ
っ
た
か
で
、
優
し
い
医
療

が
あ
る
の
で
す
」
と
題
し
、
へ
き
地
医

療
の
苦
労
や
住
民
と
の
あ
た
た
か
な
触

れ
合
い
に
つ
い
て
座
談
会
が
行
わ
れ
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
地
の
岐
阜

県
に
国
診
協
旗
が
引
き
継
が
れ
閉
会
し

た
。

◆第27回地域医療現地研究会◆

◆第53回全国国保地域医療学会◆


